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 １ 「水道水源保全基金」と「水道水源保全事業」  
〇概要 

・豊田市は、「上水道使用量１ｍ3(トン)当り１円」を、水道の水源となる上流の森

林保全に充てることとし、これを積立てる全国初の「豊田市水道水源保全基金」

を設け、平成６年４月から積立てています。そして、この基金を使った「豊田市

水道水源保全事業」として、平成 12 年から上流町村の間伐事業を行っています。

なお、基金の積立額は平成 15 年 12 月末で約３億５千万円となっています。 

・豊田市の上水道はその原水の８割近くをこの川から得ています。将来にわたり、

水道水が「豊かで安全でおいしい水」であるためには、森林の水源かん養機能を

高めることなど上流の水源地の保全が必要です。豊田市水道水源保全基金は、こ

の森林を保全するために創設されました。また水を供給いただいている上流部に

対する豊田市民の感謝の気持ちでもあります。 

・「豊田市水道水源保全事業」は、豊田市と上流６町村(藤岡町、小原村、足助町、

下山村、旭町、稲武町)が協定を結び、人工林の間伐を所有者に代わって町村が行

います。これに要する費用の全額を豊田市が基金を使って負担します。 

〇事業実績 
・平成１２年度 間伐面積５２ha  １，９００万円（間伐、測量、杭など） 

・平成１３年度 間伐面積８６ha  ２，２００万円（ 〃 ） 

・平成１４年度 間伐面積９４ha  ２，３００万円（ 〃 ） 

・平成１５年度 間伐面積１２８ha ２，９００万円（ 〃 ）※予定 

○豊田市水道水源保全事業の仕組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊田市における流域の森林づくりの取組み 
愛知県豊田市 農林課 副主幹 原田裕保 
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原則として 11年生以上の人工林、概ね２ｈａ以上 
水源保全林

財産保全、保険、伐採木の処分など 
※基金の現在高：約３億5千万円（１５年11月末現在） 
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 ２ 環境林整備事業  
〇概要 
・「豊田市水道水源保全事業」の“市内版”として「豊田市環境林整備事業」を行っ

ています。この事業は水道水源保全事業と同じく、所有者に代わって全額公費（単

独市費）で間伐を行うもので平成１２年から実施。１団地２ha 以上が原則です

が、豊田市内は小規模な所有者が多く団地のとりまとめが難しいことから、平成

１５年度は試行的に１ha 以上でも行っています。なお、所有者には２０年間の

皆伐禁止などの制約がつきます。 

・また、平成１３年度からは、環境林整備事業で切り出した小径間伐材を農林課が

森林組合に委託して杭等に加工し、市の各課や学校、公園などに配布しています。 

〇事業実績 
・平成１２年度 間伐面積２１ha  ５３０万円（間伐） 

・平成１３年度 間伐面積２８ha  ８９０万円（間伐、杭作製） 

・平成１４年度 間伐面積３８ha  ９８８万円（ 〃 ） 
 
 ３ 矢作川水源の森 間伐材利用プロジェクト  
・愛知県では２００５年に国際博覧会「愛・地球博」が計画されて

います。豊田市はこの博覧会に間伐材で作ったベンチやテーブルセットを設置し、

来場者に間伐と森林整備の大切さ、そして間伐材の利用拡大を訴える予定です。 

・このベンチ、テーブルセットは、デザインから製作まで市民参加で行います。現

在第１次デザインコンテストが終了し、第２次製品化コンテストの募集を開始し

たところです。第１次デザインコンテストには全国から３００点以上の応募があ

り、赤池学先生らの選考委員で入選作品を選定しました。 
 
 ４ 「森林塾」と「矢作川水系森林ボランティア協議会（矢森協）」  
・豊田市は、国際ＮＧＯ団体「（財）オイスカ」と共同で、昨年から「とよたオイス

カ森林塾」を開催しています。この森林塾は森林ボランティアを目指す市民を対

象に、間伐を中心とした人工林整備の理論と技術を教えるもので、昨年２回の開

催に２９名が、今年２月の第３回は２０名が受講しました。 

・そして昨年７月、昨年の受講生のうち２３名が結束して「とよたオイスカ山守の

会」を結成。人工林の整備を無償で行う活動を始めました。 

・さらに、今年１月、この会を含む県内の６つの森林ボランティア団体が「矢作川

水系森林ボランティア協議会（矢森協）」を結成。間伐を希望する素人山主さんと

ボランティア団体を結び付け、いっしょになって山仕事を行うコーディネイト事

業を始めました。間伐推進の新しいチャンネルになることが期待されています。 




